
第五十回「本郷ふじやま古民家歴史部会」歴史探訪

9レ

「東海道の歴史を探る追加」
停P→う乃給

作成平成21年6月古民家歴史部会員原本
「W」戸酌酋から賑尺宿へ、 窒姿y：：：〇公頌襄麿哀〗ゾ麿謡賃▽奏會/2-::ス枇湧虚if虚

平成22”]こ了`；一暉如L口（橋上） 9時印分厨同刻暉します。
•(1)_ I,,VJュニ （他に地下鉄改札有り間違わないで下さい）

暉；二仄；心羞s耀尉｀二；腐贔麟」→／iこ、覇輩の碑→松虹と一里塚→大運寺→ウ
イトリッヒの森→龍長院→八坂大神→影取池跡→バス停「鉄砲宿」 12時頃解散

帰路バスー原宿経由大船又はバスー藤沢駅経由大船。

1・戸塚宿

江戸日本橋から京都三条大橋まで126里半、品川に始まって大津に至る東海道宿場が置かれたのは慶

長6年 (1601)のこと。戸塚宿が出来たのはそれから3年、今年で400周年を経過しています。

戸塚宿が設置される前、

保土ヶ谷宿と藤沢宿の距離は4里と長く、道も険しかった。その為、人馬の往来は難儀になり、物資の

運搬に支障が出た為、時の土地有力者（沢辺宗三が主唱者）が幕府に訴願し、設置 (47番目）に至っ

たと言われています。

日本橋から戸塚までは10里18町（約42キロ）健康な男子の1日の歩行距離が十里と言われる時代、

早朝日本橋を出発し最初の宿泊場所が戸塚宿、大山道・鎌倉往還の分岐点でもあり、賑わいを見せてい

たという。

疇（正徳元年，江戸剛も＝ 1771)宿高2326石622合

家数61 3・人口総数2906 （男 13 9 7・女1509)・旅篭屋75 ・本陣2.脇本陣3。

2・大坂・庚申塔群

江戸時代は急な坂道最初の坂一番坂（登り一丁余，約60間109m・ l/10登り勾配と平場lm)の

坂二番坂（登り 30間約55m・ 1//12登り勾配）と呼んでいました。広重の行書東海道の戸塚は

「逢坂より宿をみる図」となっており，初版では，駕籠あとの旅の男と坂を上がってくる僧侶の姿もか
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れている。

庚申塔群；庚申塔頃臼召う， 6年＝ 1677, 78・元禄4, 6, 8年＝ 1691, 9 3, 9 5 ・正徳

4年＝ 1714・享保3年＝ 17 1 8・寛保3年＝ 1743)・馬頭観音碑（文政元年18 1 8)。

.:日/3•第六天（天神第六代の面足能命オモクル）ミコト， f皇根能命カシコネ）ミコトの二柱）
／ 
境内に産魂祠（天保10年＝ 18 3 9)• 藤行翁之碑（嘉永 7年＝ 1854) 。

4 •上方見附

東側大坂下バス停の所に高さ 60 cm,幅10 5 C ill, 長さ 150cmの凝灰岩（キ` ョりカイカツ）切石の石

積に囲まれた中に松が植えられていた。反対側にも掲示板の裏に石積が残っている。東側は壊され表示

板のみ。

（［）こ（｛入勾
5 \•お軽・勘平の碑

仮名手本忠臣蔵（加デテホンチュりシンク万）で有名な浪士早野勘平（赤尾浪士の一人菅野三平に擬すお軽の夫で，

誤って舅／ュウトを殺したと思い自害する）と腰元おかる（山埼の与市兵衛の娘勘平の妻夫の用金達の

ため、身を祇園の一カ楼に売る。由良之助の密書を見た事から兄平右衛門に殺される）との恋の逃避行

に戸塚の山中を選ぶ。戯曲では有るが，戸塚の地名が出る。

仮名手本忠臣蔵；浄瑠璃の 1つ。並木宗補他合作の時代物。 1748 （寛政元）竹本座初演。赤尾浪

四十七士が敵討（カタキりチ）の顛末（テンマツ） を， 時代を室町期にとり， 高師直（コウシモn甘， ～1 3 5 1・忠

臣蔵では吉良上野介擬する）を塩谷判官（幻ヤハンがン・浅野長矩拉ソリ，内匠頭に擬する・太平記出雲守護

塩谷高貞の名を借りたもの）の臣大星野由良之助らが討つ事に脚色したもの。忠臣蔵と略称も全11段

より成る。技師劇中の代表作。後に歌舞伎化3

ふ/●（一•--: l0ミ亨いが
•9 :6・吹上の一里塚・松並木（江戸から11番目・民家の一隅の立て看板）

古東海道は足柄坂→相模中央→都筑→橘→下総へと通じていた。天正18年 (15 9 0)徳川家康の江

戸入りの際，道を南に求め、初めて戸塚を通過したのが今の東海道と言う。慶長9年 (1604)戸塚

宿置かれる。徳川3大将軍家光の時，旱（日照り）が続き，歩行者に死者が続出，幕府は上井利勝に命

じ歩行者のために東海道に松を植えさせた。然し，何処までも松並木では退屈するとであろうとの，土

井利勝の意見で，一里ごとに一里塚（目立つ様，クヌギ，欅，等植えられた• 5間四方高さ 1丈基本規

模）が築かれたと言う。戸塚区には，品濃町・吉田町・原宿にある。
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虞^

犀雇麟趾lC”
”^し:『•浅間神社（べ3夕→粕
,,境内に庚申塔（貞享3年， 1 6 8 6・元禄6年， 1 6 9 3・享保12年， 1727• 安政 5 年， 1 8 5 

8)・富士講碑（延宝8年， 1680)。

8. 這寺（贔｀｀；／山•本尊，阿陀如来立像南北朝時代作・寺宝，一心経一巻雷獣肉附毛地
蔵画，地蔵石像空海作・境内に観音堂庚申堂，江戸時代作青面金剛と三猿）

慶長元年 (15 9 6)に建立。開山は誓誉上人，宗祖法然上人のお念仏を継承する寺。新本堂平成10 

年完成大銀杏樹齢400年，周囲4. 5m市指定名木古木•徳本上人名号角柱碑・地蔵立像（いぼ地

蔵）・慶安2年 (16 4 9)三代将軍家光の時，三石五斗の御朱印賜る。境内にあった大正池は，今は団

地内になっている。

0大運寺への歩道橋下空き地（国道下り線）庚申塔群；鎌倉道、大山道、ほしのや道道標兼出羽三山碑

（文化8年1811)

庚申塔（造立不明）・馬頭観音碑（天保6年 1835・ 15年 1844・明治7年 1874)．供養碑（大正3年

1914)。．
[Oし）7～199|こ/3

，．ウイトリッヒの森（伝説小栗判官にでる照手姫がけしかけられた荒馬「鬼鹿毛」が住んでいたと言

う疇毛山ゎヵゲヤがあった処と言う・昭和62年5月30日開園・ 3. 1-;.t・機械技師）

スイス人アーノルド・ウイトリッヒ氏は故郷の風景に似ていることから，この森を愛したが昭和58年

に亡くなると，妻の津田ひ亭さんが，横浜市に寄贈されたもの。貴重な植物，野鳥・昆虫が棲んでいる

森・散歩道全長約900m。竹林・エゴノキ（コプのある木）など。

/j謬三し～
d 1 ・龍長院（曹洞宗・天王山•本尊，釈迦牟尼如来・寺宝，地蔵菩薩，伝弘法大師作，不動明王，知證

チショり大師作， 他

3点）・人面魚が池に泳いでいたと言うが？

延徳年間 (1489,..___,92)，相模入道が西林龍瀧庵を創立3 開山は堅心。その後慶安元年 (1648)

永井丹波白元が此の地を平定した際，鎮護国家の祈願所として堂宇を改築龍長院と改称，なお鎮守不動

堂を建立，地證大師作の永井家伝来の守護仏不動像を安置したと言う。関東大震災にて消失したが昭和

4 1年現本堂を再建。銀杏の大木と池がある。池には小さな滝が流れ込んでおり，人の顔によく似た鯉

の人面魚が泳いでいる。庚申塔（文政8年， 1825)・不動明王（昭和8年） •国道 1 号線影取第 1 歩
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道橋の所に龍長寺入口を示した不動明王がある。

11・八仏贔［］よ，素盛鳴尊）・かまくら道

創立は享保18年 (17 3 3)である。二股に分かれたツゲの木や道祖神・庚申塔等がある。その中に

「かまくら道」の道標があって，寛政7年 (17 9 5) と刻字されている。このかまくら道は通称「西

の道」といわれている。西の道は，府中・瀬谷から上飯田を通り藤沢を抜け，鎌倉に入る道であったと

言われる。

庚申塔（延宝3年， 1675・寛政7年， 1 7 9 5)・地神塔（嘉永4年， 1 8 5 1)・道路改修記念碑

（昭和35年）・案内板。分社（東俣野町16 3 7) 

1 8 3 9)・双体道祖神（文化12年， 1 8 1 5)。

12 ・もののふの道・物見遊山の道かまくら道

庚申塔（延宝7年， 1 6 7 9)・天保10年，

化粧坂から，柄沢缶サリ）．俣野・飯田・瀬谷・と境川に沿って北上し府中へと通じた道は，和泉町天王

森付近を通っていたと思われる。江戸時代は，鎌倉・江の島への物見遊山とともに，生活の道として賑

わった。「かまくら道」「藤沢八王子道」の道標が各地道沿いにみられ，今もその面影を随所の残してい

る。かまくら西の道；龍長院，八坂神社，旧東海道，影取町，大船方面，鎌倉へ。

,i□13・諏訪神社儀取町88・不詳・山谷仲町にあったものを明治40年廃寺常久寺跡に移転・庚申塔
貞享2年）

14・共栄会館前の石仏群凍：俣野町64) 

庚申塔仇臼戸年， 1 6 7 7・元禄5年， 1692・文政10年， 1827・ 慶応2年， 1 8 6 6)・地

蔵像（元禄2年， 1 6 8 9)・地神塔（弘化5年， 1848)・木食観正碑（文政3年， 1820)。

バ5・影取池（町名になった・国道1号線と藤沢バイパス分岐点，東南方公100mの谷間に池があっ
た） 岸諮‘噂／ノバ｀い露□公゜ふーパ嘉I又‘f3 塁喜／9□土叫喜〗｀
旅人が池に影を落とすと此処に住んでいる大蛇に影を取られて死ぬという伝説)昭和14年横浜市に合

併時，町名を伝説影取池にちなんで影取町とした。大蛇を鉄砲で撃った所を鉄砲宿と呼ぶようになった。
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